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バスケットボール 原修太選手とオフィシャルパートナー契約のお知らせ

http://www.underarmour.co.jp/news/ 

 

 アンダーアーマーの日本総代理店である株式会社ドーム(本社：東京都江東区 代表取締役 CEO：安田 秀一)
は、プロバスケットボールプレイヤー原修太選手（Bリーグ千葉ジェッツふなばし所属、シューティングガード/スモールフォ
ワード）とオフィシャルパートナー契約を締結したことをお知らせします。 
 
  私どもは、原選手に対してアンダーアーマー商品や、当社が展開するサプリメントブランド「DNS」の商品を提供する
ほか、当社が運営するアスリート専用トレーニングジム「ドームアスリートハウス」でのトレーニングによる肉体強化を行うな
ど、トータルで原選手のパフォーマンスアップをサポートします。 
 
 今回契約に至った理由として、原選手が名実ともに日本トップクラスの選手であることはもちろん、原選手に私どもの
会社理念である「スポーツを通じて社会を豊かにする」に賛同いただけたこと、また私どもが掲げる「スポーツの産業化」、
「スポーツ市場拡大」の実現に向けて、ともに手を携えていくことのできる存在であることが挙げられます。 
 
 原選手には、発展途上のアンダーアーマー・バスケットボールを象徴する存在となっていただくとともに、圧倒的なパ
フォーマンスでバスケットボールをプレーする多くの少年少女の憧れとなるよう期待しています。 
 
■原選手からのメッセージ 
 Bリーグだけでなく世界で戦うために必要な身体を、アンダーアーマー/DNS/ドームアスリートハウスでトータルにサポー
トしてもらいながら作っていき、日本のバスケット界を盛り上げていきます。 
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■株式会社ドーム 
 

1996年創業。テーピングの取扱いからスタートし、現在はスポーツプロダクト（アンダー
アーマー）やスポーツサプリメント（DNS）、パフォーマンスディレクション（ドームアスリー
トハウス）などの事業を展開。「スポーツを通じて社会を豊かにする」、「社会価値の創
造」という理念のもと、豊かな社会作りに貢献することを目指す。 

■UNDER ARMOUR  （アンダーアーマー） 
 

「アスリートを進化させる」ことをミッションに掲げる“パフォーマンスアスレチックブランド“。 
近年急速に普及した、身体にフィット（密着）するアスリートのためのウェアの発祥ブラン
ドであり、汗を素早く吸収、発散。身体を常にドライで快適に保つウェアなど、アスリート
のパフォーマンスを最大限に引き出す商品開発に取り組んでいる。米国本社での売上
高は2010年10億ドル、 2015年36億ドルと伸び続け、時価総額は160億ドルを突
破。1996年の創業以来、驚異的な成長を続けている。 
日本においても、読売ジャイアンツ（プロ野球）、大宮アルディージャ（サッカー）、琉
球ゴールデンキングス（バスケットボール）、パナソニック ワイルドナイツ（ラグビー）など
のユニホームサプライヤーとなっている他、野球の柳田悠岐選手（福岡ソフトバンクホー
クス）、ラグビーの山田章仁選手（パナソニック ワイルドナイツ）、サッカーの宇津木瑠
美選手（シアトル レイン）、モデルのKellyさんら、多くのトップアスリートやモデルのパ
フォーマンスを支えている。 

■アンダーアーマー公式バスケットボールSNSアカウント 
 
twitter：https://twitter.com/UAbasketballJP     
instagram： https://www.instagram.com/uabasketballjp/ 
facebook： https://www.facebook.com/UABasketballJP/?fref=hovercard 

■原修太選手プロフィール 
 
千葉県船橋市出身、23歳。  
Bリーグ千葉ジェッツふなばし所属、シューティングガード/スモールフォワード。 
187cm、92kg。千葉県の習志野高等学校卒業後、国士舘大学に進学。1年生か
ら試合に出場し、2年生時には関東１部リーグ昇格に貢献。関東リーグ2014 ３ポイ
ント王、ユニバーシアード日本代表。2015年度、2017年度ユニバーシアード日本代
表、A代表候補選手。 
 
大学卒業後、地元千葉県のプロバスケットボールチーム千葉ジェッツふなばしに入団。
新人にも関わらず2016-2017シーズンは開幕から4試合連続でスターティングファイブ
に名を連ねる。ディフェンス面で天皇杯優勝にも貢献。10月の負傷により18試合を欠
場したものの、レギュラーシーズンの計40試合に出場して169得点（1試合平均4.2
得点）をマーク。Bリーグチャンピオンシップでは16得点を挙げる活躍。Bリーグ2シーズン
目も地元選手として、さらなる活躍が期待されている。 
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